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平成２８年３月  日 

東京地方裁判所民事第３８部Ａ１係 御 中 

 

ふくいち周辺環境放射線モニタリングプロジェクト 

中村 順 

 

地域メッシュ法モニタリングの手順に関する報告書 

 

 

１ 放射線量測定 

(1) 測定器 

ア 空間線量率及び表面汚染計数率の測定器 

空間線量率（単位：μ㏜/ｈ）の測定には日立アロカメディカル株式会社製

ＴＣＳ１７２Ｂ（以下，「ＴＣＳ」という。），表面汚染計数率（単位：ｃ

ｐｍ）の測定に同社製ＴＧＳ１４６Ｂ（以下，「ＴＧＳ」という。）を用い

る（図１参照）。 

ＴＧＳ及びＴＣＳはいずれも校正日から１年以内のものを使用する。 

ＴＧＳ及びＴＣＳの時定数（測定器が放射線に対して反応するのに必要な

時間のこと。ＴＧＳ及びＴＣＳは，時定数を３秒，１０秒，３０秒のうちの

いずれかの秒数に設定することができ，長い時定数に設定するほど測定結果

が正確になる。）は１０秒に設定する。 

イ その他の測定機器 

補助的な測定器として，株式会社ギョロマン製ギョロガイガー（以下，

「ギョロガイガー」という。）を使用する（図２参照）。同測定器は，スマ

ートフォンと接続することによりＧＰＳ情報及び空間線量率を自動的に記

録し，ＧｏｏｇｌｅＥａｒｔｈ上に連続的に空間線量率を表示したり（図３
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参照），撮影日時・撮影地点のＧＰＳ情報・撮影時点における放射線量を表

示した写真を撮影したりすることができる（図４参照）。 

 

(2) 測定地点 

株式会社ゼンリン社製住宅地図（以下，「ゼンリン地図」という。）を地

図の縮尺によって，ブロック区切り線を入れる。 

「6,000 分の 1」図は横 20×縦 20，「3,000 分の 1」図は 10×10，「1,500 分

の 1」図は 5×5 に分割する。1 ブロックは約横 75ｍ・縦 100ｍである。 

個々のブロックの中心を測定地点とする。ブロックの中心が私有地や山林

等立ち入りが困難な地域の場合には，なるべく中心に近い道路等測定が可能

な場所で測定を行う。 
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(3) 役割分担 

役割は以下の通りである。ア，イ及びカを 1 名が兼任し，ウ及びエをもう 1

名が兼任することにより，最小 3 人で測定班を構成することもできるため，

班編成は 3 人から 6 人程度である。 

ア ナビゲーター 

地図を見て(2)の基準に基づき測定地点を指定する。指定した測定地点の

位置を測定番号とともに地図に記入する。 

イ  記録係 

ナビゲーター（以下，「ナビ」という。）の読み上げる測定番号・地図

番号・小メッシュ番号・測定時刻・測定環境及び測定器担当者が読み上げ

た放射線量を記録用紙に記入する。 

ウ タイムキーパー 

ストップウォッチを使用し，測定者に対して１０秒ごとに声を掛ける。 

エ 測定係１（表面汚染計測係） 

ＴＧＳを使用して表面汚染計数率を１センチメートル高で測定する。 

オ 測定係２（空間線量計測係） 

ＴＣＳを使用して空間線量率を１メートル高で測定する。 

カ 写真係 

ギョロガイガーとスマートフォンを用いて写真撮影を行う。 

 

(4) 測定方法 

ナビの指示した測定ポイントで測定係１及び２（以下，合わせて「測定

係」という。）は機器を所定の高さに準備し，測定の態勢に入る。 

測定係は，測定開始から最低３０秒（時定数の３倍）待った上で数値の

読み上げを開始する。なお，高線量地域では安定に時間が掛かるため，お

おむね 1 分程度を掛け安定を確認する。 
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数値が安定するまでの間で，記録係はナビの読み上げる測定番号・地図

番号・小メッシュ番号・測定時刻・測定環境を記録用紙に記入し，写真係

は写真撮影を行う。 

測定係１は安定を確認したら「スタート」と声を発し，１回目の数値を

読み上げる。以後，タイムキーパーは１０秒ごとに「はい！」と声を掛け

る。測定係１は合計５回，測定係２は３回数値を読み上げる。なお，測定

係２の初回読み上げは，測定係１の３回目の読み上げの直後に行う。 

記録係は測定係が読み上げた数値を記録用紙に記入する。 

測定及び記録が終了したら，次の測定地点に移動する。１班が１日に測定

できる地点数は，７０地点から８０地点である。 

 

２ 記録の編集 

(1) データのエクセル化 

現場で手書きした記録用紙をＥｘｃｅｌシートに打ち込む。この作業は概

ね測定日に行っている。 

(2) メッシュ地図の作成 

Ｅｘｃｅｌで空間線量率測定 3 回の平均値を計算し，線量区分に従って色

づけした上（図５参照），色ブロックをゼンリン地図の座標に対応するよう

配置したシートを作成する（図６参照）。画像処理ソフトでゼンリン地図に

色ブロックを透過し重ねる（図７参照）。 

なお，表面汚染計数率については，測定対象が土・コンクリート・アスファ

ルト・石など様々で，現場の状況から統一することが不可能なので，現在は

メッシュ汚染地図を作成していない。 
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以 上 


